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等を講じているかどうかを明らかにしようとした｡

調査方法


本調査は大阪､兵Jri
t､奈良地域を対襲地域とし､ 

200 5 0 年2lにかけて'0年,月から201 J 犬施したO凋

産地一･. i11は対象とした地域にl在する比較的大きな

げ宅的とその近隣に存在する公闇をL卜L､とした｡

一地点に15Lナる調允は 1トー】とし､次の調査地点は

前u) -郎雛的にかなり離れt地.!を選び､地点か() 二 1え

いる一･が､これにもオーナーの協力を欠くことは

できない｡このようにイスの肥満解消には トソグ

オーナーが深く関わっている｡しかし､ トソブオ

ーナーがイスの肥満に対してどの僅度の関心を持

ち､円分の飼いイスの肥満解消のために何らかの 

JJJ篠を沸しているかどうかについてはほとんど知

られていない｡

そこで､イスの肥満解消のためのLE礎的幣料を

縛るため､トソグオーナーが自分の飼いイスの肥

満状態をどの程度認識し､何らかの肥満防止対筒
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ドッグオーナーのイヌの肥満に対する意識

大石武士 ･森申しをり･中野かをる
近故人乍農学部蝕乍料 
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緒言

惟医'7･兵学の進歩あるいは柴盛状態の改掛 ま

ペL･J卜の寿命を延長したo Lかし､ -)Jでは､紫

苑過剰や運動不足などを引き起こし､それによる

ペット火 (以下 イヌと略)の肥満を急増させたl･｡

イスの肥満は人の場合と同様に糖尿病､満血圧､

循環器疾患､呼吸器障富など様々な疾病の要因と

なり､寿命を縮める原岡の一つにもなりうる.･｡

欧米ではベットの肥満に対して比較的早くから関

'o
I.
 

itonil dtcuacon

心が持たれ､肥満の実態調査が行われてきた-
Lかし､わが国ではべ･ソトの肥満に対する関心は

比較的低く､肥満の発生状況に関するfrfI報は少な

い｡僅かに大型犬についての調査'-が作在するに■

過ぎない｡

イスは生活のすべてをトソ7'ォーナ一に委ねら

れており､高齢や肥満傾向にあるオーナーに飼わ

れている場合､肥満になりやすいといわれる-.

またペ ソトの肥満解消には拙医rl-)yJa指将に堪づい
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調査対象となるオーナーやイヌが重複しないよう

に注意した｡調査時間帯は朝あるいは夕刻とし､

それぞれの調査地点でイヌを散歩させているドッ

グオーナーに次のような項馴こついて尋ねた｡ 

(∋飼育しているイヌの品種､性別､年齢､飼育状

況など｡

②現在､イヌに肥満が増えていると思うか? 思

うとすればその理由｡

③自分の飼いイヌの肥満状況｡肥満懐向にある場

合にはその原因｡

④肥満対策の実施の有無､実施しているとすれば

その内容｡

ただし､⑨の肥満原因や④の肥満対策の内容に

ついては複数回答を可とした｡

その結果､426人から回答を得ることができた｡

なお､本調賓では回答を拒まれたオーナーq)数は

記録していない｡

本調査では､大型､中型､小型犬のいずれをも

調査対象としたので､シー ･ズーなどの小型犬の

割合が多くなり､その結果､大型犬を対象とした

調査もりこ比べ､室内で飼育されている割合が多く

なった以外､飼育状況は大型犬の場合と大差は認

められなかった｡

最近､肥満のイヌが増えているかどうかを尋ね

た結果とその根拠とした理由を表 3に示した｡

肥満のイヌが一般的に増えていると回答したオ

ーナーは69.7%であった｡またその根拠としては､

｢最近肥満のイヌをよく見かける｣が54.8%と半

数を超え､次いで ｢自分のイヌが肥満である｣､

｢肥満犬用フードが売られている｣と続いた｡本

調査は､イヌとともに散歩しているドッグオーナ

ーを対象にしており､彼らは自分の飼いイヌ以外

のイヌにも関心を示す度合いが高く､その半数以

上が肥満のイヌをよく見かけると回答した事実

1.
対象となったイヌの品種

結果および考察
品種 (%)

表 

4
4
2
.姓穫 

1
4


調査対象となったイスの種頬を表 1に､またそ シー･ズー 

れらのイヌの飼育状況を表 2に示した｡ ゴールデン･レトリパー 

柴 

シェットランド･シープrI.ノグ 

マルチーズ 

ミニチュア･ダノクスフンド 

その他 ( 種) 

99.

82.

59.

52.

45.

36.


83.
3


表2.
飼育状況

飼育場所 ( 捨朗回数 %) 餌の種類 ( 間食の利用 %) 散歩の回数 %) ( (%) ( %) ( ( 散歩時間分/回) %) 

1日2回 41.
7
 ドライフード+他の朗 45.

54
 

3


.

無し 3.
2
31日2
回 5
2.
6
01 61.
3
03
-
3..
7
6
3
00 1日1回 03.
2
 ドライフード 27.
4
 6.
7
71日1
 0.2
20
 16.
1
5
1
-室内屋外 有り 回 

1日3回以上 56.
 日暮魁の朗 1日3回以上 02.
1
53
 30,
3
06
-

3.
イヌの肥満に対する認瞥とその根拠表 

肥満犬が増えていると思思ううか (%)増えていると思う根拠 (%)

肥溝犬をよく見る 

自分の飼いイヌが肥満 

48.

40.


5

1


10.
肥満犬用フードが売られている 1


テレビやラジオからの情報 

獣医師からの情報 

思わない 55.
1
 69.

25.

照らない 48.
1
 その他 08.
1
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は､それぞれの地域で飼育されているイヌに肥満

状態が多いことが推測され､肥満傾向にあるのは

大型犬8叫こ限らず､現在､わが国で飼育されてい

るイヌにみられる一般的な現象であると思われ

た｡

次に自分が飼っているイヌの肥満状況をどのよ

うに判断しているかを ｢肥満｣｢やや肥満｣｢普通｣

｢やせ気味｣｢やせている｣の 5段階に分類し判断

してもらった｡その結果を図 1に示した｡

対象とした ドッグオーナーが飼育しているイヌ

の肥満状況は ｢肥 満｣6.6%､｢やや肥満｣ 

26.3%､｢普通｣577%､｢やせ気味｣8.0%､

｢やせている｣ 1.4%で､大半のオーナーが自分の

飼いイヌは良好な状況にあると判断した｡しかし､

｢肥満｣｢やや肥満｣の両者を ｢肥満｣グループと

分類するならばその値は32.99引こ連した｡この値

は､大石らが大型犬を対象とした調査で､調査対

象とした大型犬の463%が肥満傾向にあったとし

た結果8'と比較すると低かった｡本調査では肥満

状態の判断は､大型犬の調査8'のように獣医師に

よる判断ではなく､オーナー自身の判断に基づい

ておこなわれた｡従って､必ずしも統一的基準に

よるものでなく､正確さに欠ける可能性が存在す

ることは否めないが､毎日イヌに接しているオー

ナーが､その体重やイヌに触れることによって判 

断しており､まった く的外れの判断が下されてい

るとは思われない｡ただ､判断を下す対象が自分

の飼いイヌであるため､判断が甘 くなった可能性

が無いとはいえない｡それが比較的低い数値とな

った一つの要因かも知れない｡

自分の飼いイヌの肥満状況を ｢肥満｣あるいは

｢やや肥満｣ と判定したオーナー群を ｢ i肥満グ)/

-プ｣に､それ以外のオーナー群を ｢非肥満グル

ープ｣に分け､それぞれのグループの肥満に対す

る認識や肥満対象の実施状況などを比較した.

表 4には､両グループに分類した場合の肥満し

たイヌが増えたかどうかという意識とそう思う根

拠を示した｡

肥満したイヌが増加しているとする認識は ｢肥

満グループ｣で若干高かったが大きな差異は認め

られなかった｡両グループとも肥満したイヌが増

えた根拠として､｢肥満したイヌを良く見かける｣

ことを一位に挙げた｡｢非肥満グループ｣は次の

根拠として ｢肥満犬用フー ドの販売｣を挙げたが､

それに対して ｢肥満グループ｣は ｢自分のイヌの

肥満｣を挙げ､その割合も30%以上に達し､｢非

肥満グループ｣と大きく異なった｡従って､この

グループでは自分の飼いイヌを通じて､肥満は身

近な問題 として実感される割合が高いのであろ

う｡

%1.4

_ " _ - "L--

1.図 飼いイヌの肥満状況 

･三二- t

4表 

肥蔦犬が増えていると思うか (%) 増えていると思う根拠 (%)

肥満クル-プ 非肥蒲クループ 肥満グル-プ 非肥蒲クル-プ

661114...711

.肥満および非肥溝グループのイヌの肥満に対する毘hとその根拠

3650 79...574

自分の飼いイヌが肥満 23.4 00.

肥業犬用フードが禿られている 

テレビやラジオからの情報 

09.

83.

00.. 

1

6

13.

56.

49..

1

408 47思思わう解らなないい 肥満犬をよく見る獣医師からの情報 
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表 5に両グループの肥満対策の実施状況と実施

している甥合の､その内容を示した｡

何らかの肥満対策を実施しているとする認識

は､｢肥満グJ, プ｣および ｢非肥満グループ｣L-

で認められたが､肥満犬の増加を自分の飼いイス

が肥満憤向にあることを通して実感している可能

帖の高い｢肥満グループ｣において約 10%程度高

く､このグループのオーナーにより群棲的に肥満

対策を実施しているとする意識か強いことが伺え

た｡しかし､このグループでも対筒を実施してい

るとするオーナーの割合は609)(に連しておらず､

ベ､ソトの肥満の弊害が充分浸透していないこと

や､本格的な肥満解消は轍医師の管理のもとで行

わねはならず､かなりの焚用を要すること'いなど

がこのような低い結果をもたらした要因かもしれ

ない｡

肥満対策の内容では､両グループとも食餌晶の

制限を第 1に挙げた｡しかし､本調査では制限の

内容まで尋ねていないため､雨グルーブの挙げる

食餌制限が標準的な給与故に比較して､どの程度

のtuLi的制限が行われているのかは不明である.そ

こで ｢肥満グループ｣の食餌の制限が ｢非肥満グ

ループ｣の食餌制限と比較してより軒樋的に行わ

れているかどうか検討するための手かかりの一つ

として､両グループの食餌回数と肥満発生の大き

な要因の一つであるとされる間食の利用状況の相

違を検討した｡両グループの食餌回数と間食の利

用状況を表 6に示した｡

｢肥新グループ｣の食餌回数は｢非肥満グループ｣

のそれと大差は認められなかった｡間食の利用状

況は ｢非肥満グループ｣を上回っていた｡また､

先に調査されたこの地域の犬用間食の利用状況7'

と比較しても高い傾向にあった｡

このような食餌回数や間食の利用状況から推測す

れば､実態を知るには更に詳細な調査が必要かも

知れないが､｢肥満グループ｣で､｢非肥満グルー

プ｣に比べかなり厳密な食餌丑の制御が実施され

ているとは考え難い｡

｢肥満グループ｣では､表 5に示した如く2番

目の対策として､肥満犬用フードの使用を挙げた｡

しかし､その割合は ｢非肥満グループ｣の 7%程

度に比べれば高かったものの､対策を実施してい

るオーナーの25%程度で､｢肥満犬グルーブ｣全

体でも14%強に過ぎなかった｡従って､このグル

ープでも低タンパク質 ･低カロリーを特徴とする

肥満犬用のべ･ソトフードが広く普及しているとは

(%) (%)肥瀦グループ 非肥満ブル-プ 肥溝クループ 非肥満クループ

*

.

肥瀦対策の有無 対策の内容 

4

8

4

39..31..77.054400,,654

兼5 肥済および非肥清グループの肥藻防止対策の有無と対策の内容

.4

有不明 36. 76 20

.

肥満犬用7-ドの使用 73.2_ 52

散歩を増やす 7233.2 .4

間食の制限 58.

食餌 別田人用のの食べ物を与えない 40.11.31

獣医師の指導による対策 29.

1234

表 

回回回回不明 

6.

回数 肥溝グループ 非肥瀦グループ 間食の利用 肥満グループ 非肥叢クループ 

10.....1743,00...77.7

肥溝および非肥満グループの食JF回数および間食の利用状況

-日の食餌回致 (%) 間食の利用状況 (%)

2 2221 86374522

52.286.1無し 

有り 38.700,8
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言い難い状況にあった｡これらのことから､肥満

の解消を目的として開発された肥満犬用ペットフ

ードの普及は調査対敦とした地域では､まだ低い

状態にあると推測される｡肥満ベット用フードの

瞥及の為には､より朋庵的な利用に向けてのメー

カー側の取り組みが必費であろう 

散歩を増やすことも ｢肥満グループ｣では 3番 

Flの､｢非肥満グループ｣では 2番 FJの肥満防止

策として挙げられた｡そこで肥満グループでより 

67掻的に散歩を増やすことが行われているかどう

かを知るため､両グループで散歩時間や一回あた

りの時間に差が存在するかどうかを検討した｡両

グル-プの一 口の散歩回数と 1回当た りの散

歩時間の分布状況を蓑7に示した｡

両グループとも､一日に2回散歩させている割

合が股も高かった｡また､一回当たりの散歩時間

o

う意識を感く持っているオーナーU)割合は多いも

のの､実際に行われている対筒の内容としては

｢非肥満グループ｣で肥満対策を実施していると

認識しているオーナー連が実施している内容と大

きな避いは存在しないように思われる｡飼い火が

すでに肥満憤向にあると認識しているならば､愛

犬の健康を維持するため､よY)6i1庵的な健康管児

に留意すべきであろう｡

図 2に ｢肥満グJ' ブ｣になぜ自分の飼いイヌL-

が肥満憤向に陥ったと考えられるかその理由をた

ずねた結果を示した｡

このグループのオーナー達が考える肥満の原因

は ｢甘やかし｣､｢運動不足｣､｢間食の与えすぎ｣

の順であった｡いずれも従来から､愛犬を肥満に

陥らさないために注意すべき項口に挙げられてい

るものであり､これらのオーナーが自分の飼いイ

は､両グJレープとも15分- 分僅度が中心であ

った｡しかし ｢肥満グJ' 到あたりL-ブ｣では､-Ⅰ

06 ヌの肥満に決して無関心では無く､注意すべき点

を知識としては持っていることが推&lされるo LJ

の散歩時間を3分～ 
肥満グJレ-プ｣より少なく､特に散歩時間を多く

060 分としている割合は ｢非 かし､すでに述べたように､こ0)グループのオー

ナ-達の肥満防止対策の内容は｢非肥満グループ｣

て､散歩時間においても ｢肥満グJレ プ｣が ｢非-

0

1

2

3

1

している実態を見ujすことは出来なかった.従っ

7.

肥満グループ｣に比べ､大幅に散歩時間を増やし

ている実態は少ないと思われた｡

こ0)ように ｢肥満グループ｣では ｢非肥満グル

ープ｣に比べ､肥満防 LL対筒を'k施しているとい 

表 肥済および非肥溝クループの散歩回数と一回あたりの時間 

回 .4

回 

回 

回 

1日の散歩回数 (%) 一回あたりの散歩時間 (%)

肥讃グループ 非JE弟グループ 正美グループ 非9!溝グループ 

5103. 分以内 441.

03-5169.157.2 分 39.3973_ 

06-1301.665.5 % 339.85.2

1605.193. 分以上 86.192.1

9.%28･%･%1%2273

■甘やかし

ロ壬ta不足 

Elrqtの与えすぎ 

のうちで肥満防 LLを心かけているオーナー達のそ

れと実質的には大差が無いと考えられ､肥満防止

のための知識は持っていても､それを遵守 L実行

することが困難であるところに､飼いイヌの肥満

防止の難しさが存在するのかも知れない｡

12.1

Ej去羊 ･逝妊

q所の与えすぎ

山人の*ペ頼 
q]r(.ツケフードの品甘向上

□培暮不足

日鋼書冊境向上 
Egその他

2lEE. 飼いイヌの肥満原因
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要約

ベットに肥満が増加している｡その黄任の大半

はオーナーに帰せられると言われる.そこで大阪､

兵庫､奈良県下でイヌと散歩中の トソグオーナー

に対して飼いイヌの肥満に対する意識調査を行っ

た｡ 

70%近くのオーナーが肥満犬をよく見かけるこ

とを根拠に現在のわが国ではイヌに肥満が増加し

ていると考えていた｡しかし､自分の飼いイヌが

肥満傾向にあると判断しているオーナーは33%程.

度に止まった｡オーナー自身の飼いイヌの肥満状

況の判断に基づいて分類した ｢肥満グループ｣と

｢非肥満グループ｣では､肥満のイヌが増えてい

るという認識や肥満防止対策の実施割合などには

大きな差は認められなかった｡

肥満グJt-' プの一部で肥満犬用のフー ドの利用

など､より街鹿的と思われる肥満防止簾がとられ

ていたが､その割合は低 く､両グループの肥満防

止対筒の主流は食餌の制限と散歩を増やすことで

あった｡しかし､両グループのこれらの実施内容

には差は認められず､｢肥満グループ｣において

も実質的な肥満防止対策の襲施状況は ｢非肥満グ

ループ｣のそれと大差がない状況にあった｡
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